
会 議 録 

 

日 時 令和７年１２月１６日（火）１４：００～１６：３０ 

場 所 総合文化センター 視聴覚室 

件 名 令和７年度 第６回社会教育委員会（定例会） 

出席者 

社会教育委員：小栗正敏、加藤一哉、湯原定雄、安藤裕子、浅沼克郎、平尾巌、板橋晋司 

岩島留美子、滝川直樹 

事 務 局：加納素介（中央公民館長）、清水芳樹（生涯学習課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 題 

１ 挨拶（代表） 

 代表より開会のあいさつ。 

 

２ 研修「テーマに関わる課題と解決に向けた方途の原案検討」 

（１）提言書の文書案について、A・Bの２チームに分かれて、提言の内容や表現のしかたについて 

    検討をする。 

付箋に加除修正の内容を書き込み、文章の拡大プリントに該当の個所に貼り、赤ペンで直接 

修正する。 

Aグループ：加藤、板橋、湯原、岩島、滝川 

Bグループ：小栗、平尾、安藤、浅沼 

 

（２）各グループで協議した内容を発表する。 

Aグループから： 

①CS と地域学校協働活動の関係が分かりにくいので、図を入れてはどうか。 

②活動の例（どこで行われたものか）を示すと分かりやすい。 

③「参画」と「参加」の使い分けがわかりづらい。 

Bグループから： 

①参加に関して、「より多くの地域の方が参加する」という表現にしたい 

②今後の課題としては、ＰＴＡ活動について、「世代をつなぐ、持続可能な活動としていくことが期待

できる」ということではどうか。 

③「子供たちからの発信の場を設けることも一つの方法である」という表現を入れてはどうか。 

 

３ 事務連絡 

（１）次回の予定について 

・次回会議において、提言書の最終確認 

・次期社会教育委員について 

 

４ 閉会の言葉 

 

（次回会議予定 令和８年２月１７日（火）１４時から（令和７年度第７回定例会））  

 


